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福島県は、それぞれ異な
る歴史的背景や文化、自然
環境などから、伝統的に「浜
通り」、「中通り」及び「会津地方」の3つの区域
に区分される。浜通り南部に位置するいわき市
は、太平洋沿岸に面し、年間を通して寒暖の差
が少なく、一年中穏やかな気候に恵まれ、「東
北のハワイ」と称され、「フラガールが生まれたま
ち」としても有名。

かつては、浜通り南部から茨城県北部にまた
がる本州最大の炭田「常磐炭田」を擁する街
として知られ、その中心的な役割を担っており、
明治から昭和にかけて日本のエネルギー供給
を支え、地域の発展に大きく貢献した。

その後、高度経済成長期における石炭から
石油へのエネルギー政策の転換が図られ、市内
に点在した複数の炭鉱所が閉山となり、石炭産
業は衰退したが、「常磐ハワイアンセンター（現ス
パリゾートハワイアンズ）」の開業など、観光産業
への転換や新産業の誘致など、多角的な取り組
みで新たな活路を見出している。人口31万4,301
人、面積1,232.51㎢（令和７年７月1日現在）。
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福島県
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いわき市の概要

で
同
期
の
市
議
会
議
員
が
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く

な
っ
た
経
験
や
今
後
の
災
害

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
災
害
か
ら

の
防
災
力
・
回
復
力
）
の
高

開
催
市
あ
い
さ
つ
で
永
山

委
員
長
は
、
来
訪
さ
れ
た
委

員
に
歓
迎
の
意
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
平
成
23
年
3
月
11

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

令
和
7
年
度
「
大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」（
委
員
長
＝
永
山
宏
恵
い
わ
き
市
議
会
議
長
）
は
7
月
9
日
、
委
員
長
市
の
い
わ
き

市
で
同
市
に
お
け
る
大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
等
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

い
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
に

つ
い
て
触
れ
、「
災
害
の
経

平
成
23
年
3
月
11
日
14
時

46
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

を
震
源
と
す
る
大
地
震
に
よ

り
、
い
わ
き
市
は
地
震
の
み

な
ら
ず
、
市
内
沿
岸
部
で
は

「
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
重
要
」

防災まちづくり
特別委員会

験
を
こ
れ
か
ら
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
が
大
変
重
要
に

な
っ
て
く
る
」と
強
調
。「
今

回
の
現
地
調
査
が
皆
様
の
地

区
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
防

災
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
ば
」
と
想
い
を
語
っ
た
。

そ
の
後
、
下
山
田
松
人
副

市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

同
市
危
機
管
理
部
危
機
管
理

課
の
猪
狩
雄
二
郎
課
長
が
い

永山委員長
（いわき市）

下山田副市長
（いわき市）

い
わ
き
市
現
地
調
査

わ
き
市
に
お
け
る
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
取
組
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

ま
た
、
同
市
久
之
浜
・
大

久
支
所
の
西
山
陽
一
支
所
長
、

同
支
所
の
加
藤
和
彦
主
幹
兼

次
長
か
ら
、
同
市
地
域
防
災

交
流
セ
ン
タ
ー
「
久
之
浜
・

大
久
ふ
れ
あ
い
館
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

4・9
～
8・57
㍍
の
津
波
が

押
し
寄
せ
た
。
市
内
久
之

浜
・
大
久
地
区
で
は
火
種
が

津
波
で
流
さ
れ
近
く
の
船
の

油
等
に
燃
え
移
り
、
大
規
模

な
火
災
が
発
生
。
瓦
礫
で
消

防
活
動
が
難
航
し
、
翌
日
の

夕
刻
ま
で
燃
え
続
け
71
戸
が

全
焼
し
た
。
こ
れ
に
加
え
人

類
史
上
例
を
見
な
い
未
曾
有

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
り
、
半
径
30
㌔
圏

内
（
い
わ
き
市
の
一
部
地
域

含
む
）
の
住
民
に
は
、
国
が

屋
内
退
避
を
指
示
（
同
市
は

自
主
避
難
要
請
）
を
発
出
す

る
な
ど
、
複
合
的
な
要
因
が

重
な
り
、
前
例
の
な
い
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
同
市
の

死
者
は
４
６
８
人
（
直
接
死

２
９
３
人
、
関
連
死
１
３
８

人
、
死
亡
認
定
行
方
不
明
者

37
人
）
を
数
え
、
倒
壊
し
た

家
屋
（
全
壊
、大
規
模
半
壊
、

半
壊
、
一
部
損
壊
）
は
９
万

１
１
８
０
棟
に
上
っ
た
。
本

震
の
後
も
震
源
周
辺
で
は
大

規
模
余
震
を
含
め
複
数
回
の

余
震
に
見
舞
わ
れ
、救
出・救

助
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。

さ
ら
に
、
い
わ
き
市
で
は

原
発
周
辺
地
域
の
避
難
者

（
最
大
約
2
万
４
千
人
。
令

和
７
年
２
月
１
日
現
在
１
万

５
９
８
５
人
）
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
被
災
地
で
あ
り
な

永
山
委
員
長

地
震
・
津
波
・
火
災
・
原
発
事
故

前
例
の
な
い
甚
大
な
被
害

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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猪狩危機管理課長

る屋上のスペースが
設けられるなど、津
波避難ビルとしての
機能を備えている。

同施設には、２６０
人の避難者が3日間
過ごせる食料等の備
蓄倉庫、市内最大の
貯水槽、非常用の資
機材が備わっている
ほか、屋上に設置されたソーラー発電により自
家発電も賄えるなど、久之浜・大久地区の近隣
住民の生命を守ることを第一に考えて整備。夜
間・休日等、職員がいないときに津波警報が発
せられた場合を想定して「蹴破り戸」（上写真）
が設けられており、職員不在時でも屋上まで
昇って避難できる構造となっている。

被災時には、２階には８５人、3階には113人を
収容できる避難所として活用されるが、各階の
トイレは被災時に女性用トイレが込み合うこと
を想定し、男性用のトイレも全て個室にして女
性も使用できるつくりとなっている。

また、東日本大震災や津波に関するデータや資料
を取りまとめ、甚大な被害を受けた震災の経験と記
憶・教訓を次の世代につなげ、防災意識を高めるこ
とを目的として、震災伝承施設「久之浜・大久防災ま
ちづくり資料館 」（２階）が設けられている。

が
ら
、
原
発
災
害
の
避
難
者

対
応
に
当
た
る
と
い
う
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
た
。

震
災
後
、い
わ
き
市
で
は
、

い
わ
き
の
再
生
と
復
興
に
向

け
、関
係
機
関
、関
係
団
体
な

ど
全
て
の
団
体
が
連
携
し
て

一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
、

組
織
体
制
等
を
整
備
。
平
成

23
年
6
月
に
「
い
わ
き
市
東

日
本
大
震
災
復
興
本
部
」
を

設
置
し
た
。

同
復
興
本
部
の
も
と
、「
復

興
ビ
ジ
ョ
ン
」「
復
旧
計
画
」

「
復
興
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て

き
た
。
復
興
事
業
計
画
に

基
づ
く
主
な
取
組
と
し
て

は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
（
１
５
１
３
戸
整
備
）
の

ほ
か
、
震
災
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
（
整
備
５
地
区

８
３
８
区
画
）、
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
（
整
備
４
地

区
38
区
画
）
に
着
手
し
て
、

現
在
、
完
了
し
て
い
る
。

一
方
、
い
わ
き
市
の
防
災

ま
ち
づ
く
り
の
津
波
制
御
に

つ
い
て
は
、
津
波
防
災
緑
地

や
海
岸
道
路
の
整
備
、
海

岸
・
河
川
の
防
災
対
策
な
ど

の
ほ
か
、
避
難
地
や
避
難
路

の
指
定
、
避
難
訓
練
等
に
よ

り
安
全
な
場
所
に
避
難
で
き

る
対
策
な
ど
、
多
重
防
御
に

よ
る
「
減
災
」
の
考
え
に
基

づ
い
て
い
る
（
左
上
図
）。

こ
の
ほ
か
、
沿
岸
部
を
中

心
に
防
災
行
政
無
線
を
81
局

設
置
し
て
い
た
が
、
基
本
的

に
海
側
を
向
い
て
い
た
た
め
、

震
災
時
に
避
難
指
示
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
と
の
声
を
反
映

し
、
全
方
位
型
ス
ピ
ー
カ
ー

に
換
装
。
浸
水
実
績
に
応
じ

て
子
局
を
増
設
し
、
現
在

１
２
９
局
を
運
用
し
て
い
る
。

【津波被災直後】

【防災力が
向上したまち】

住宅地 農地

流出した道路

宅地造成後の移転

高台移転

流出・被災した住宅

防災緑地の
新設【県施行】

嵩上げ復旧した
道路【県・市施行】

区画整理や防災集団移転により
集約した住宅地【市施行】

嵩上げ
復旧した
海岸堤防
（県施行）

被災した
海岸堤防

復興
まちづくり

津波制御の考え方

蹴破り戸。職員不在時でも下部丸
部分（写真矢印）を蹴破ることで、
屋上に避難することが可能

久之浜・大久ふれあい館
いわき市地域防災交流センター

東日本大震
災により、同市
久 之 浜・大 久
地 区では、関
連死も含めて
６9人の尊い命
が奪われた。

現地調査の
会場となった

「いわき市役
所久之浜・大久支所」は、市
の支所として行政サービス
を提供するとともに、災害時
の防災拠点機能のほか、公民
館が有するまちづくりの活
動拠点として、これらを一体
化・集約した防災拠点施設と
して、震災から５年目の平成

２８年3月に供用を開始した。
同施設は、災害発生時には災害対策の地区

本部として災害救助・応急処置対応の拠点と
なるほか、津波警報等の発令時には、本施
設へ５分で移動できる半径3００㍍の近隣住民等、
概ね２６０人が一時もしくは緊急避難・退避でき

建物の外壁はガラス張りを多く採用し、津波
の衝撃を逃がして建物を守る設計

西山支所長

久之浜・大久支所
久之浜公民館

■	数十年から百数十年の頻度で発生する頻度の高い津波
すべての人命や資産を守ることを前提に、海岸保
全施設（海岸堤防等）の整備を行う。

■	千年に一度の頻度で発生する最大クラスの津波
住民の避難を軸に、海岸保全施設（海岸堤防等）、
避難路となる道路及び防災緑地等のハードだけで
はなく、防災訓練、防災教育及びハザードマップ
作成等のソフト対策を組み合わせた「多重防御」
による総合的な津波防災、減災対策を行う。

会議資料をもとに本会で作成

従来型スピーカー

高性能スピーカー

多
重
防
御
に
基
づ
く

津
波
防
災 

減
災
対
策

https://www.densho-road-fukushima.com/institution/fureaikan/
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政
府
の
中
央
防
災
会
議

（
会
長
＝
内
閣
総
理
大
臣
）

の
防
災
対
策
実
行
会
議
の
地

震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
算
出
し
た
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
及
び
首
都
直

下
地
震
の
被
害
想
定
は
、
い

ず
れ
の
地
震
も
東
日
本
大
震

災
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
が

予
想
さ
れ
て
い
る
（
左
表
）。

東
日
本
大
震
災
を
引
き
起

こ
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

型
の
地
震
は
、
房
総
半
島
東

方
沖
か
ら
三
陸
海
岸
の
東
方

沖
を
経
て
択
捉
島
の
東
方
沖

ま
で
の
日
本
海
溝
と
千
島
海

溝
の
近
く
の
境
界
等
を
震
源

と
す
る
も
の
で
、
古
来
よ
り

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
～
8
を

超
え
る
巨
大
地
震
や
地
震
の

揺
れ
が
小
さ
く
て
も
大
き
な

津
波
を
発
生
さ
せ
る
地
震
と

さ
れ
て
い
る
。

国
で
は「
日
本
海
溝・千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係

る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
改

死者数 全壊消失棟数
南海トラフ
巨大地震

約29.8万人
※1

約235.0万棟※２（東
日本大震災の約19倍）

首都直下型
地震

約2.3万人
※2

約61万棟※２（東日
本大震災の約5倍）

（参考）
東日本大震災

19,782人※3
（災害関連死含む）122,053棟※３

正
し
、
令
和
４
年
９
月
、
い

わ
き
市
ほ
か
１
０
７
市
町
村

を
「
津
波
避
難
対
策
特
別
強

化
地
域
」
に
指
定
。
ま
た
、

福
島
県
が
「
津
波
防
災
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
発
生
頻
度
は
極
め

て
低
い
も
の
の
、
発
生
す
れ

ば
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

「
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
が

沿
岸
に
到
達
し
た
場
合
の
新

た
な
津
波
浸
水
想
定
を
公
表

し
た
（
下
掲
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
い
わ
き

市
で
は
、令
和
5
年
度
に
「
地

震
津
波
避
難
対
策
基
礎
調
査
」

を
実
施
。
同
市
沿
岸
部
に
お

け
る
津
波
浸
水
区
域
の
う
ち
、

東
日
本
大
震
災
の
実
績
を
も

と
に
徒
歩
で
避
難
で
き
る
限

界
の
距
離
を
３
３
３
㍍
と
し

て
算
出
し
た
結
果
、
津
波
が

到
達
す
る
ま
で
に
徒
歩
で
避

難
で
き
な
い
区
域
（
津
波
避

難
困
難
区
域
）
が
沿
岸
部
の

広
い
範
囲
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
い
わ
き
市
で
は
、

国
の
中
央
防
災
会
議
が
策
定

し
た
「
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対

策
推
進
基
本
計
画

」
に
基

づ
き
、津
波
か
ら
の
防
護
、円

滑
な
避
難
、迅
速
な
救
助
、防

災
訓
練
に
関
す
る
事
項
等
を

盛
り
込
ん
だ
推
進
計
画（
R

６
～
７
）の
策
定
を
進
め
て

お
り
、推
進
計
画
の
も
と
で

は
避
難
で
き
な
い
地
域
に
つ

い
て
は
、津
波
避
難
ビ
ル
や

避
難
道
路
の
拡
張
、集
団
移

転
促
進
事
業
等
を
内
容
と
す

る
「
津
波
避
難
対
策
緊
急
事

業
計
画（
Ｒ
7
～
８
）」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

いわき市の被害想定（抜粋）
最大震度	 6強（Ｍ9.0）
最大津波遡上高	 17.0ｍ
建物被害
全壊・消失	 6,800棟
半壊	 24,522棟

人的被害
死者数	 648人
負傷者	 2,549人
重傷者	 255人
避難者数	 60,210人
うち避難所	 39,451人

※被災後１日後を想定

※南海トラフ巨大地震は令和 7年 3月時点のもの、首都直下
地震は平成 25年 12月時点のもの
※１想定条件「冬・深夜、風速 8m/ 秒、※２想定条件「冬・夕方、
風速８ｍ/秒、※３令和7年3月10日現在（緊急災害対策本部）

世
界
で
類
を
見
な
い
「
複

合
災
害
（
地
震・津
波・原
発

災
害
・
風
評
被
害
）
を
経
験

し
た
福
島
県
。
い
わ
き
市
で

は
、
現
実
を
学
び
、
来
た
る

地
震
・
津
波
に
備
え
る
た
め
、

①
自
助
力
②
共
助
力
③
公
助

力
―
の
強
化
を
柱
と
し
て
、

い
わ
き
市
独
自
の
取
組
を
展

開
し
て
い
る
。

■
■
自
助
力
の
強
化
■
■

い
わ
き
市
で
は
、
震
災
の

経
験
を
通
し
て
自
然
の
驚
異

や
生
命
の
尊
さ
、
共
に
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
防
災
教
育
」
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
や

小
中
学
生
等
を
主
な
対
象
と

し
て
職
員
等
に
よ
る
防
災
講

座
を
実
施
し
て
い
る
（
過
去

３
年
間
の
平
均
80
件
）。
そ

の
成
果
と
し
て
、
市
立
好
間

中
学
校
は
「
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
」
で
3
年
連
続
で
奨
励
賞

を
受
賞
。
災
害
が
起
こ
っ
た

際
に
避
難
所
運
営
を
行
う
な

ど
、
将
来
の
共
助
の
担
い
手

と
し
て
の
力
を
発
揮
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
避
難
所
で

の
宿
泊
体
験
を
通
じ
て
、
家

庭
で
災
害
へ
の
備
え
を
話
し

合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場

と
し
て
「
お
や
こ
防
災
キ
ャ

ン
プ
」
を
行
っ
て
い
る
。

■
■
共
助
力
の
強
化
■
■

共
助
の
担
い
手
と
し
て
は
、

日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
す

る
防
災
士
を
積
極
的
に
養
成
。

避
難
所
開
設
運
営
や
自
動
車

避
難
訓
練
な
ど
、
地
域
の
自

主
防
災
会
と
防
災
士
が
連
携

を
図
り
、
住
民
参
加
型
の
訓

練
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
会
の
高
齢
化
・
希
薄
化

が
進
む
中
、
過
去
2
年
間
で

2
つ
の
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
共

助
力
も
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
4
年
に

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
と
「
防
災
に
係
る
連
携

と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、防
災
訓
練
の
企
画・

参
画
な
ど
年
間
を
通
じ
て
学

術
指
導
も
実
施
し
て
い
る
。

■
■
公
助
力
の
強
化
■
■

市
内
の
津
波
避
難
ビ
ル
等

は
、公
共
施
設
、民
間
施
設

等
を
合
わ
せ
て
１
０
８
箇
所
、

21
万
７
千
人
が
避
難
可
能
な

ビ
ル
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
津
波
避
難
ビ
ル
確
保

の
た
め
に
民
間
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
過
去
2
年
間
で
2
社

の
ホ
テ
ル
が
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
の
活
用
の
申
し
出
が

あ
り
、
新
た
に
指
定
し
た
。

■
■
先
進
的
な
取
組
■
■

こ
の
ほ
か
、
自
主
防
災
会

に
よ
る
夜
間
津
波
避
難
訓
練

や
、
安
全
な
避
難
経
路
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
案
内
す
る

Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
等
、
新
技
術
を

活
用
し
た
実
践
的
な
訓
練
な

ど
、
国
の
中
央
防
災
会
議
で

好
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

取
組
も
展
開
し
て
い
る
。

おやこ防災キャンプの模様

想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震

地
震
津
波
避
難
対
策

現
実
を
学
び

来
た
る
地
震・津
波
へ
の
備
え

https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/index.html
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第
167
回
地
方
財
政
委
員
会

松井地方財政委員長
（豊岡市）

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
松
井
正
志
豊
岡
市
議
会

議
長
）
は
７
月
10
日
、
全
国

都
市
会
館
で
第
１
６
７
回
委

員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
松
井
委
員
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
齊
藤

⑴ 一般財源総額の増額確保
⑵ 地方交付税の総額確保、地方の財源不足の補

塡について臨時財政対策債等の特例措置に依存
しないこと、地方交付税を国の政策誘導手段と
して利用しないこと

⑶ こども・子育て政策の強化に必要な財源につ
いて国の責任による財源確保、長期的・安定的
な地方財源の確保・充実

⑷ 地方自治体が物価高騰に直面する生活者や事
業者へ必要な支援を行えるよう財政措置の拡充

⑸ 公共施設等適正管理推進事業の財源確保
⑹ 地方税制の拡充強化、税源の偏在性が小さく

税収が安定的な地方税体系の構築、国税・地方
税の政策税制の整理合理化

⑺ 固定資産税の安定的確保、制度の根幹に影響
する見直しは断じて行わないこと、現行の特例
措置の期限の到来をもっての確実な終了

⑻ 自動車関係諸税の見直しに当たり、地方の財
政需要に対応した税財源の安定的な確保、「ガ
ソリンの暫定税率」の廃止について代替の恒久
財源措置など安定的な財源確保

⑼ 電気供給業、ガス供給業などに対する収入金
額課税の現行制度の堅持

⑽ ゴルフ場利用税の現行制度の堅持

誠
之
全
国
市
議
会
議
長
会
副

会
長
（
那
須
塩
原
市
議
会
議

長
）
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

委
員
会
で
は
、地
方
税・地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総

額
の
充
実
確
保
な
ど
に
つ
い

て
求
め
る
要
望
書
を
決
定
し

た
（
全
文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲

載 

）。

長谷川総務大臣政務官に要望（右から2人目）

齊藤副会長
（那須塩原市）

要
望
書
は
、
前
年
度
か
ら

の
申
し
送
り
事
項
に
加
え
、

第
１
０
１
回
定
期
総
会
議
決

事
項
の
う
ち
地
方
財
政
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
会
長
提
出

決
議
と
部
会
提
出
決
議
の
５

件
（
①
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
関
す
る
要
望
②
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
･
復

興
③
原
子
力
発
電
所
事
故
災

害
へ
の
対
応
④
治
山
・
治
水

対
策
の
推
進
及
び
災
害
復
旧

事
業
の
財
政
措
置
⑤
水
道
施

設
の
耐
震
化
等
に
関
す
る
支

援
）
を
基
に
し
て
い
る
も
の
。

地
方
財
政
委
員
会
に
関
す

る
要
望
は
、
▽
地
方
税
財
政

▽
地
方
債
計
画
▽
地
方
公
営

企
業
▽
国
庫
補
助
負
担
金
―

に
つ
い
て
求
め
る
４
項
目
に

ま
と
め
て
い
る
。

地
方
税
財
政
に
つ
い
て
は
、

今
日
の
地
方
自
治
体
に
お
け

る
様
々
な
行
政
課
題
に
対
す

る
財
政
需
要
が
増
加
す
る
一

方
で
地
方
財
政
は
巨
額
の
財

源
不
足
が
生
じ
る
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
継
続
す

る
人
件
費
増
加
や
物
価
髙
、

金
利
の
上
昇
等
に
も
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
現
状

を
指
摘
。

今
後
も
地
方
自
治
体
が
安

定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
の
充
実
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
重
点

要
望
事
項
10
項
目
（
左
上

掲
）
に
加
え
、
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
、
政
令
指
定
都

市・中
核
市・施
行
時
特
例
市

に
対
す
る
税
制
上
の
特
例
措

置
の
充
実
、
地
方
税
法
等
の

改
正
時
期
へ
の
配
慮
を
要
望

し
て
い
る
。

地
方
税
財
政重点
要
望
事
項

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、

地
方
の
財
政
需
要
を
適
切
に

地
方
財
政
計
画
に
計
上
し
、

増
額
確
保
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

総
額
確
保
と
と
も
に
、
財
源

不
足
に
つ
い
て
は
臨
時
財
政

対
策
債
等
の
特
例
措
置
に
依

存
し
な
い
こ
と
、
地
方
交
付

税
を
国
の
政
策
誘
導
手
段
と

し
て
用
い
る
こ
と
は
避
け
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

自
動
車
関
係
諸
税
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
地
方
の
財
政

需
要
に
対
応
し
た
税
源
の
安

定
的
確
保
と
と
も
に
、「
ガ
ソ

リ
ン
の
暫
定
税
率
」
の
廃
止

の
際
に
は
地
方
の
減
収
に
対

す
る
代
替
の
恒
久
財
源
を
措

置
す
る
な
ど
、
安
定
的
な
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。

与
党
税
制
改
正
大
綱
の
検

討
事
項
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス

供
給
業
な
ど
に
対
す
る
収
入

金
額
課
税
に
つ
い
て
は
、
現

行
制
度
の
堅
持
を
求
め
て
い

る
。

当
日
の
委
員
会
で
は
、
総

務
省
の
市
川
靖
之
自
治
税
務

局
企
画
課
長
が
「
地
方
税
制

の
動
向
と
課
題
」、同
省
の
神

門
純
一
自
治
財
政
局
財
政
課

長
が
「
地
方
財
政
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

一
般
財
源
総
額 

充
実
確
保
求
め
る

地方財政委員会 重点要望事項地方財政委員会 重点要望事項

•
•
•
•
•
•
 •

 •
 •

 •
 •

 •
•
•
•
•
•

委
員
会
終
了
後
、
松
井
委

員
長
、
柏
倉
信
一
副
委
員
長

（
寒
河
江
市
議
会
議
長
）、
伊

藤
繁
満
副
委
員
長
（
出
雲
市

議
会
議
長
）
は
長
谷
川
英
晴

総
務
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
、

要
望
し
た
。

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/zaisei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/zaisei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/zaisei/index.html
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産業経済委員会 要望事項産業経済委員会 要望事項

山居産業経済委員長
（士別市）

池田副会長
（長岡市）

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
山
居
忠
彰
士
別
市
議
会

議
長
）
は
７
月
17
日
、
全
国

都
市
会
館
で
第
１
８
３
回
委

員
会
を
開
催
。
要
望
書
に
つ

い
て
協
議・決
定
し
た（
全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

冒
頭
、
山
居
委
員
長
に
続

き
、
池
田
和
幸
全
国
市
議
会

議
長
会
副
会
長
（
長
岡
市
議

１　農林水産業共通対策
① 経営支援対策の充実強化
② 持続的な発展に関する施策

の推進
③ 担い手の育成・確保
④ 野生鳥獣等による農林水産

物被害防止対策の充実強化
⑤ TPP等関連施策の実施と予

算措置
⑥ 原子力発電所事故に伴う各国・

地域の輸入規制の緩和・撤廃
⑦ 災害からの早期復旧のため

の支援
⑧ 法定外公共物の管理に係る支援
2	 農業振興対策
① 経営支援対策の充実強化
② 農業農村整備事業関連予算

の安定的確保
③ 農業の持続的な発展に関す

る施策の推進
④ 食料自給率向上、国産農産

物の消費拡大に資する施策
の推進

⑤ 畜産・酪農等の経営安定対
策の充実強化

⑥ 有機フッ素化合物対策
3	 林業振興対策
① 林業の持続的な発展に関す

る施策の推進
② 森林経営管理制度の円滑な

運用に係る支援
③ 森林整備の拡充

④ 森林整備による防災・減災対
策の推進

4	 水産業振興対策
① 水産業の持続的な発展に関

する施策の推進
② 日本産水産物の輸入の全面

停止措置等
③ 外国漁船対策
④ 海洋ごみ対策
５	 消費者の信頼確保及び食の
安全対策
① 消費者安心・安全確保対策

の推進
② 食の安全性確保への取組
③ 輸入食材等の安全確保
６	 中小企業振興対策等
① 中小企業への支援
② 地域経済の活性化のための

経済対策の推進
③ 地域資源の活用促進
④ 地域商業の振興
⑤ 物流業・建設業の労働環境改

善等
⑥ 災害からの早期復旧のため

の支援
７	 資源・エネルギー対策
① エネルギー価格高騰への対策
② 脱炭素社会関連施策等の推進
③ 太陽光発電施設の設置に関

する法整備
④ 原子力発電の安全確保等

会
議
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

委
員
会
で
決
定
し
た
要
望

書
は
、前
年
度
か
ら
の
申
し
送

り
事
項
に
加
え
、第
１
０
１
回

定
期
総
会
議
決
事
項
の
う
ち

産
業
経
済
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
会
長
提
出
決
議
４
件
と

部
会
提
出
決
議
11
件
を
基
に

し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
共
通
対
策

経
営
支
援
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
、
米
国
の
関
税

措
置
の
影
響
を
受
け
る
農
林

水
産
業
者
に
配
慮
し
た
交
渉

と
支
援
の
ほ
か
、
消
費
者
へ

の
食
料
価
格
の
高
騰
対
策
や

農
林
水
産
業
者
の
資
金
繰
り

対
策
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、農
林

水
産
物・食
品
の
輸
出
５
兆
円

目
標
の
実
現
に
向
け
て
輸
出

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
林
水

産
事
業
者
を
関
係
省
庁
一
体

と
な
っ
て
後
押
し
す
る
こ
と

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴

う
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制

の
緩
和・撤
廃
に
つ
い
て
、農

林
水
産
物
の
輸
入
規
制
を
継

続
し
て
い
る
国
・
地
域
に
対
し
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
産
品
の

輸
入
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に
向

け
た
取
組
の
強
化
を
求
め
て

い
る
。農

業
振
興
対
策

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用

及
び
農
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
新

規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
へ

の
十
分
な
予
算
確
保
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

林
業
振
興
対
策

森
林
経
営
管
理
制
度
の
円

滑
な
運
用
に
係
る
支
援
に
つ

い
て
、
林
務
担
当
者
の
育

成
・
確
保
を
図
る
仕
組
み
の

確
立
及
び
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
対
策
の
拡
充
を
求
め

て
い
る
。

水
産
業
振
興
対
策

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ

い
て
、経
営
支
援
策
の
強
化
、新

規
漁
船
建
造
の
際
の
支
援
制

度
拡
充
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

外
国
漁
船
対
策
に
つ
い
て
、

違
法
操
業
を
行
う
外
国
漁
船

の
監
視
及
び
取
締
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。

中
小
企
業
振
興
対
策
等

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
事
業
者
へ
の
財
政
支
援

や
労
務
費・原
材
料
費・エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の
適

正
な
価
格
転
嫁
の
定
着
化
及

山本農林水産大臣政務官に要望（左から2人目）

当
日
の
委
員
会
で
は
、
農

林
水
産
省
大
臣
官
房
の
梅
下

幸
弘
政
策
課
参
事
官
が
「
新

た
な
食
料・農
業・農
村
基
本

計
画
」、経
済
産
業
省
中
小
企

業
庁
長
官
官
房
の
黒
田
浩
司

総
務
課
長
が
「
中
小
企
業
行

政
の
最
近
の
動
向
」、同
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
官
房

の
曳
野
潔
総
務
課
長
が
「
最

近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
山
居
委

員
長
、
永
津
正
和
副
委
員
長

（
北
名
古
屋
市
議
会
議
長
）、

岩
村
龍
男
副
委
員
長
（
水
俣

市
議
会
議
長
）
は
山
本
佐
知

子
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に

面
談
し
、
要
望
し
た
。

び
大
企
業
と
の
取
引
適
正
化

に
向
け
た
対
策
強
化
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
策
に
つ
い
て
、電
気・ガ

ス
等
の
安
定
供
給
や
電
気
・

ガ
ス
料
金
負
担
軽
減
支
援
事

業
の
拡
充
な
ど
公
共
料
金
へ

の
補
助
・
給
付
等
の
支
援
や

一
層
の
措
置
を
要
望
し
て
い

る
。•

•
 •

 •
 •

 •
•

第
183
回
産
業
経
済
委
員
会

農
林
水
産
業
の
経
営
支
援

対
策
強
化
求
め
る

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
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新
庁
舎
落
成

▽
京
都
市
（
京
都
府
）

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

京
都
市
役
所
本
庁
舎
は
昭

和
２
年
竣
工
の
「
ネ
オ
・
バ

ロ
ッ
ク
様
式
」
を
模
し
た
西

洋
風
の
建
築
様
式
。
歴
史
的・

文
化
的
価
値
を
継
承
し
つ
つ

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、令

和
３
年
８
月
末
に
完
了
。本
庁

舎
２
階
の
議
場
は
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
の
設
置
な
ど
、時
代
に
合
わ

せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。令

和
７
年
２
月
末
に
北
庁
舎
が

完
成
し
、議
会
棟
の
一
部
（
委

員
会
室
、市
会
モ
ニ
タ
ー
視
聴

室
、
授
乳
室
等
）
を
新
設・移

転
し
た
。

議場
（写真提供＝京都市）

京都市役所北庁舎（右側）と本庁舎（左
側）（写真提供＝京都市）

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
11
万
５
３
１
３
人

（
令
和
７
年
６
月
30
日
現
在
）

▽
面
積　
18・27
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
１
９
５
６

年
に
2
町
1
村
が
合
併
し
誕

生
。
２
０
２
６
年
に
市
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
る
。
織
田

信
長
に
先
駆
け
て
天
下
を
制

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
三
好

長
慶
が
最
後
の
居
城
と
し
た

「
飯
盛
城
跡
」
が
あ
り
、令
和

3
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
。
江
戸
時
代
に
は
稲
作
を

中
心
に
栄
え
、
多
く
の
新
田

や
水
路
が
開
発
さ
れ
、「
天
下

の
台
所
」
大
坂
を
支
え
る

最
も
重
要
な
後
背
地
の
地

位
を
確
立
。
当
時
の
水
郷

風
景
を
楽
し
め
る
「
御
領

せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
は
本
市

の
観
光
名
所
で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

市
章
は

「
大
と
う
」
を
力
強
く
図

案
化
し
た
も
の
で
、
公
募

に
よ
り
制
定
。
市
の
木
は

「
さ
ん
ご
じ
ゅ
」、
市
の
花

は
「
菊
」。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

17
人
（
現

在・男
性
14
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
６
年
４

月
21
日
。立
候
補
者
23
人
。投

票
率
39・70
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
令
和

6
年
に
本
会
議
で
の
発
言
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
議
場
内
の

モ
ニ
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
中
継
で
文
字
表
示

す
る
「
音
声
認
識
字
幕
表
示

シ
ス
テ
ム
」を
導
入
。耳
の
不

自
由
な
人
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
に
よ
り
分
か
り
や
す
く

本
市
は
大
阪
府
の
東
部
に

位
置
し
、
西
は
大
阪
市
、
東

は
生
駒
山
系
を
境
に
奈
良
県

に
接
し
て
お
り
、
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
飯
盛
城

跡
」
等
多
く
の
歴
史
文
化
が

ご
ざ
い
ま
す
。秋
に
は「
だ
ん

じ
り
祭
り
」
が
各
地
で
開
催

さ
れ
、
街
が
活
気
と
熱
気
に

包
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、大
阪・

関
西
万
博
で
も
本
市
の
だ
ん

じ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。　
　

現
在
、「
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

幸
せ
の
ま
ち
大
東
づ
く
り
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し

て
掲
げ
、
企
業
誘
致
や
庁
舎

整
備
、
未
就
園
児
預
か
り
保

育
事
業
等
、
種
々
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
大
東
市
へ
お
越

し
下
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

市内で秋に開催されるだんじり祭り
（写真提供＝大東市）

大

東

市

副
会
長
市
紹
介

第3回第 3回

小南いちお	議長

議
会
の
議
論
の
内
容
を
知
っ

て
も
ら
え
る
取
組
を
実
施
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
越
谷 

畑
谷　
茂（
6・2
）

▽
柏
崎 

阿
部　
基（
6・5
）

▽
大
川 

永
島　
守（
6・9
）

▽
稚
内 

吉
田
孝
史（
6・12
）

▽
歌
志
内 

川
野
敏
夫（
6・19
）

▽
土
浦 

勝
田
達
也（
6・19
）

▽
取
手 

山
野
井
隆（
6・19
）

▽
市
原 

伊
佐
和
子（
6・19
）

▽
え
び
の

 

遠
目
塚
文
美（
6・19
）

▽
甲
府 

岡　
政
吉（
6・20
）

▽
古
河 

青
木
和
夫（
6・20
）

▽
尾
鷲 

小
川
公
明（
6・20
）

▽
島
原 

林
田　
勉（
6・20
）

▽
網
走 

松
浦
敏
司（
6・24
）

▽
文
京

 

市
村
や
す
と
し（
6・24
）

▽
江
津 

石
橋
孝
義（
6・24
）

▽
富
士
吉
田

 

渡
辺
新
喜（
6・25
）

▽
行
田 

福
島
と
も
お（
6・25
）

▽
熱
海 

赤
尾
光
一（
6・26
）

▽
新
宮 

東
原
伸
也（
6・26
）

▽
広
島 

八
條
範
彦（
6・26
）

▽
船
橋 
岡
田
と
お
る（
7・1
）

▼
副
議
長

▽
岡
山 
小
川
信
幸（
5・12
）

▽
鳥
羽 
南
川
則
之（
5・15
）

▽
越
谷 

菊
地
貴
光（
6・2
）

▽
柏
崎　 

佐
藤
正
典（
6・5
）

▽
大
川 

平
木
一
朗（
6・9
）

▽
呉 

阪
井
昌
行（
6・10
）

▽
網
走 

永
本
浩
子（
6・17
）

▽
歌
志
内 

佐
藤
良
治（
6・19
）

▽
取
手 

小
堤　
修（
6・19
）

▽
市
原 

関　
　
学（
6・19
）

▽
甲
府 

小
澤　
浩（
6・20
）

▽
古
河 

鈴
木　
務（
6・20
）

▽
尾
鷲 

仲　
　
明（
6・20
）

▽
島
原 

本
多
松
弘（
6・20
）

▽
荒
尾 

中
野
美
智
子（
6・23
）

▽
文
京 

高
山
泰
三（
6・24
）

▽
富
士
吉
田

 

滝
口
晴
夫（
6・25
）

▽
川
口 

福
田
洋
子（
6・25
）

▽
行
田 

橋
本
祐
一（
6・25
）

▽
熱
海 

杉
山
恭
平（
6・26
）

▽
新
宮 

榎
本
鉄
也（
6・26
）

▽
広
島 

碓
氷
芳
雄（
6・26
）

▽
東
広
島 

中
川　
修（
6・26
）

▽
船
橋 

滝
口
一
馬（
7・1
）

▼
事
務
局
長

▽
文
京 

佐
久
間
康
一（
4・1
）

▽
歌
志
内 

遠
藤
裕
子（
4・1
）

▽
岡
山 

岡
田
親
法（
4・1
）

▽
多
久 

金
子
健
一（
7・1
）

７
月
１
日
報
告
分
ま
で
掲
載
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全国市議会議長会では、議員の皆さまが、不慮の事故によるケガ等に備えて、安心して議員活動を行うこ
とができるよう、全国の市区議会議員を対象とした団体補償制度を用意しています。

保険期間　２０２５ 年 ８ 月 １ 日　午後 ４ 時から １ 年間

月額保険料3,500円で最大死亡・後遺障害保険金額
2,000万円の補償。一般の保険に個人で加入するよりも
割安な保険料で大きな補償を受けることができます。

団体契約による割引（※）がない場合と比較すると年
間7,560円もお得です!!（※） 団体割引15％

1年間の保険料は年齢に関係なく、本人型は月額
3,500円、夫婦型は月額5,700円、家族型は月額7,９00円
となっています。

「ケガの補償」は、日本国内・海外を問わず、通勤途
中、公務中、家庭内、職場内、旅行中など、日常生活
や議員活動中における24時間のあらゆるケガを補償。
地震・噴火、これらによる津波に起因する死亡・後遺障
害・入院・通院も補償します。
「賠償の補償」は、本人だけでなく、配偶者や同居

の親族などが日常生活において、他人をケガさせた

市区議会議員の皆さまであれば、どなたでも加入す
ることができ、加入に際して医師の診査は不要です。

夫婦型への加入で配偶者も補償の対象となります。
また、家族型への加入なら配偶者、本人またはその配
偶者の同居親族、本人またはその配偶者の別居の未婚
の子も補償の対象となります。

割安な保険料で大きな補償！ 月額保険料 3,500 円で
最大死亡・後遺障害保険金額 2,000 万円！

日常生活や議員活動中の事故によるケガまで24時間の
安心補償！　地震など天災事故によるケガも補償！

議員 1 人のお申し込みでご家族の皆さまを補償 !
医師の診査不要で加入手続が簡単 !

保険期間は、毎年8月1日から1年間で、中途加入も
随時受け付けており、特段の申し出がない限り、翌年
度以降も自動更新となります。

また、議員退職時において継続して加入することも
できます。

継続して加入されている方は、8月1日補償開始時
（契約更新時）にプランの変更ができます。

保険期間は8月1日から　中途加入も随時受付！
議員退職時に継続加入も可能！

保険期間  2025年8月1日 午後4時から1年間

全国市議会議員
団体補償制度

議員の皆さまのための福利厚生制度

ケガの
保険

傷
害
総
合
保
険

天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約（第1級～第3級）、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償の対象者

プラン

死亡・後遺障害保険金額

入院保険金日額

補償内容

本人

本人型

保険金額

手術保険金

通院保険金日額

月払保険料

本人 配偶者

夫婦型

保険金額

3,500円 5,700円 7,900円

最高2億円（自己負担額なし）個人賠償責任補償

入院中の手術：入院保険金日額の 20倍
外 来 の 手 術：入院保険金日額の 5倍重大手術以外の場合

2,000万円

10,000円

5,190円

2,000万円 1,000万円

10,000円 8,600円

5,190円 4,660円

本人 配偶者 同居の親族と
別居の未婚の子

家族型

保険金額

2,000万円 1,000万円

10,000円 8,600円

5,190円 4,660円

500万円

4,600円

2,350円
入院保険金日額の
40倍重大手術の場合

子ども 子どもの
配偶者

孫

両親 祖父（95歳）
同居の親族

本人1 配偶者2

別居の未婚の子4

3

3

1 本人
2 本人の配偶者
3 本人または
その配偶者の
同居の親族（※）

4 本人または
その配偶者の
別居の未婚の子

（※） 親族：6親等内の血
族、配偶者または3
親等内の姻族

家
族
型 

議
員
一
人
で
ご
家
族
を
補
償

保
険
金
額
と
保
険
料

① 割安な保険料で大きな補償 !
② 被保険者の年齢にかかわらず、加入可能 !
③ 年齢による補償額（保険金額）の制限なし!

メ
リ
ッ
ト

お問い合わせ先【保険の相談・連絡窓口】

SJ25-03643　2025.6.27

［保険契約者］ ［引受幹事保険会社］［取扱代理店］

〒102-0093 東京都千代田区平河町2-4-2 〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1〒162-0822 東京都新宿区下宮比町2-28-328

全国市議会議長会
全国市議会議員互助会 （有）都市企画センター 団体・公務開発部第三課

（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）

TEL03-3262-5233 TEL03-5261-8539 TEL050-3808-5528

このチラシは、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

保険期間  2025年8月1日 午後4時から1年間

全国市議会議員
団体補償制度

議員の皆さまのための福利厚生制度

ケガの
保険

傷
害
総
合
保
険

天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約（第1級～第3級）、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償の対象者

プラン

死亡・後遺障害保険金額

入院保険金日額

補償内容

本人

本人型

保険金額

手術保険金

通院保険金日額

月払保険料

本人 配偶者

夫婦型

保険金額

3,500円 5,700円 7,900円

最高2億円（自己負担額なし）個人賠償責任補償

入院中の手術：入院保険金日額の 20倍
外 来 の 手 術：入院保険金日額の 5倍重大手術以外の場合

2,000万円

10,000円

5,190円

2,000万円 1,000万円

10,000円 8,600円

5,190円 4,660円

本人 配偶者 同居の親族と
別居の未婚の子

家族型

保険金額

2,000万円 1,000万円

10,000円 8,600円

5,190円 4,660円

500万円

4,600円

2,350円
入院保険金日額の
40倍重大手術の場合

子ども 子どもの
配偶者

孫

両親 祖父（95歳）
同居の親族

本人1 配偶者2

別居の未婚の子4

3

3

1 本人
2 本人の配偶者
3 本人または
その配偶者の
同居の親族（※）

4 本人または
その配偶者の
別居の未婚の子

（※） 親族：6親等内の血
族、配偶者または3
親等内の姻族

家
族
型 

議
員
一
人
で
ご
家
族
を
補
償

保
険
金
額
と
保
険
料

① 割安な保険料で大きな補償 !
② 被保険者の年齢にかかわらず、加入可能 !
③ 年齢による補償額（保険金額）の制限なし!

メ
リ
ッ
ト

お問い合わせ先【保険の相談・連絡窓口】

SJ25-03643　2025.6.27

［保険契約者］ ［引受幹事保険会社］［取扱代理店］

〒102-0093 東京都千代田区平河町2-4-2 〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1〒162-0822 東京都新宿区下宮比町2-28-328

全国市議会議長会
全国市議会議員互助会 （有）都市企画センター 団体・公務開発部第三課

（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）

TEL03-3262-5233 TEL03-5261-8539 TEL050-3808-5528

このチラシは、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

り、他人の財物を壊したりしたことにより、法律上の
賠償責任が発生した場合に補償します。

 〈お問い合わせ先〉（有）都市企画センター  〒 162-0822 新宿区下宮比町 2-28-328  Tel：03-5261-8539　　受付時間：平日午前 9 時から午後 5 時まで
 〈引受幹事保険会社〉損害保険ジャパン株式会社 SJ25-04426　2025.7.15

メ
リ
ッ
ト

① 割安な保険料で大きな補償！① 割安な保険料で大きな補償！ 本人型本人型  月々3,500円
②②  被保険者の年齢にかかわらず、加入可能！被保険者の年齢にかかわらず、加入可能！ 夫婦型夫婦型 月々5,700円
③ 年齢による補償額（保険金額）の制限なし！③ 年齢による補償額（保険金額）の制限なし！ 家族型家族型 月々7,900円

全国市議会議員 団体補償制度のご案内 ケガの保険
（傷害総合保険）
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２
７
５
０
円(

税
込・送
料
別)

鵜
沼
信
二　

著

地
方
議
会
に
は
地
方
自
治

法
や
会
議
規
則
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ル
ー
ル
が
あ
り
、
一
読

し
た
だ
け
で
理
解
す
る
の
は

と
て
も
困
難
で
す
。

本
書
は
毎
回
テ
ー
マ
を
定

め
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
重
要
な 

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
ま

す
。
難
解
な
法
令
・
条
例
・

行
政
実
例
の
理
解
を
助
け
、

地
方
議
員
の
皆
様
の
議
会
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
議
会
運

営
の
疑
問
に
答
え
る
書
籍
と

な
り
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
後
に
新
た

に
議
員
と
な
ら
れ
た
方
々
に

と
っ
て
は
、
な
に
も
の
に
も

替
え
難
い
道
標
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
別
で
わ
か
り
や
す
い
！

地
方
議
会・議
員
の
基
礎
知
識

難解な法令・条例・行政実例の理解と、議員活動・議会運営力アップには…

好評　民主主義の基本を支える選挙制度の基本的な知識を得るために…

２
９
７
０
円(

税
込・送
料
別)

河
村
和
徳　

著

好
評　

地
方
議
会
に
と
っ

て
、
地
域
住
民
の
代
表
者
を

選
ぶ
選
挙
制
度
は
と
て
も
重

要
な
も
の
で
す
。

本
書
は
、
選
挙
を
め
ぐ
る

「
投
票
方
式
」「
な
り
手
不

足
」「
投
票
率
」
な
ど
の
テ
ー

マ
別
に
講
義
を
展
開
す
る
ス

タ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
、
18
歳

へ
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
な
ど
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る

近
年
の
選
挙
環
境
の
動
向
も

フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
民
主
主
義
を
支
え

る
選
挙
制
度
の
基
本
的
な
知

識
を
得
る
た
め
に
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
書
籍
と
な

り
ま
す
。

中央文化社

東北大学大学院
情報科学研究科准教授

選 挙 を め ぐ る あ れ こ れ

河村  和徳 著

Local  Elections Trivia

地方議員のための地方議員のための地方議員のための地方議員のための
選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア

地
方
議
員
の
た
め
の

選
挙
ト
リ
ビ
ア

選
挙
を
め
ぐ
る
あ
れ
こ
れ

予算や各種施策・事業のあり方を議会で議論する際のポイントを見つけるには…

２
６
４
０
円(

税
込・送
料
別)

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授	

鈴
木
豊	

監
修

青
山
公
会
計
公
監
査
研
究
機
構	

編
著

予
算
や
各
種
施
策
・
事
業

の
あ
り
方
を
議
会
で
議
論
す

る
際
に
、
市
町
村
議
員
が
新

地
方
公
会
計
の
制
度
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
は
重
要
と
な

り
ま
す
。

本
書
は
、
新
地
方
公
会
計

の
基
本
的
知
識
、
具
体
的
事

例
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
書
籍
で
す
。

議
会
で
す
ぐ
に
活
用
で
き

る
、
全
て
の
議
員
に
と
っ
て
ま

さ
に
必
読
の
一
冊
で
す
。

巻
末
で
は
議
会
・
自
治
体

で
の
審
議
事
例
の
ポ
イ
ン

ト
解
説
も
収
録
！

市
町
村
議
員
の
た
め
の

わ
か
り
や
す
い

新
地
方
公
会
計

「月刊	地方議会人」サンプル版
ではデジタルブックで地方議
会議員・議会事務局の方々に
好評の特集、現地報告各２本、
連載３本を「無料」で読むこと
ができます！		 	クリック

発行の中央文化社がお勧めする月刊地方議会人全国市議会議長会
全国町村議会議長会共同編集

議会で役立つ「専門書籍」のご案内

月刊 「地方議会人」 デジタル	
ブックサンプル版はじめました!

議会広報紙を住民にわかりやすくつくるポイントを見つけるには…

２
５
３
０
円(

税
込・送
料
別)

	

芳
野
政
明
／
吉
村　

潔　
編
著

広
報
で
差
が
つ
く
議
会
力

― 

市
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニッ
ク

議
会
の
日
々
の
活
動
を
伝

え
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
の
が
議

会
広
報
で
す
。

本
書
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
市
町
村
議
会
広
報
30
紙

を
厳
選
し
、
改
善
点
な
ど
を

論
評
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
と

も
に
紹
介
。 

巻
末
に
は
編
著
者
に
よ
る

特
別
対
談
「
読
み
た
く
な

る
議
会
広
報
紙
の
つ
く
り
か

た
」
を
収
録
。

議
会
広
報
の
編
集
委
員
は

も
と
よ
り
、
住
民
と
広
報
紙

を
通
し
て
広
く
政
策
共
有
・

報
告
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
る
現
在
の
議
会
の
全
て

の
議
員
に
と
っ
て
ま
さ
に
必

読
の
一
冊
で
す
。

地方分権を支える自主財源「地方税」を理解するために…

１
９
８
０
円(

税
込・送
料
別)

	

月
刊
「
地
方
議
会
人
」
別
冊

市
町
村
議
員
の
た
め
の

よ
く
わ
か
る
地
方
税

地
方
議
会
に
お
い
て
地
方

分
権
を
支
え
る
重
要
な
自
主

財
源
で
あ
る
「
地
方
税
」
を

理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
す
。

た
だ
、
地
方
税
を
理
解
し

よ
う
と
し
て
も
法
律
や
条
例

な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
り
に
く
い
で
す
し
、
住
民

の
税
負
担
を
決
定
す
る
大
切

な
税
条
例
も
、
地
方
議
会
で

の
審
議
が
深
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
書
は
地
方
税
の
仕
組
み

や
課
題
な
ど
に
地
方
議
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
の
関
係

を
含
め
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

地方税に関する近年の動きを
この一冊で解説！

　地方議会において活動していくうえで、地方自治を支え
る重要な自主財源である「地方税」を理解することは極め
て重要です。「地方税」の仕組みや課題などについて地方
議会が果たすべき役割との関係を含め、わかりやすく解説
しています。

月刊「地方議会人」別冊

市町村議員のための

地方税
よくわかる

https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1

